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年に飛躍
うま

輝く矢祭町に

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。 

町
民
の
皆
さ
ま
に
は
、

希
望
に
満
ち
た
輝
か
し
い
新
春
を
健

や
か
に
お
迎
え
の
こ
と
と
、
心
か
ら

お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
日

頃
か
ら
町
政
の
推
進
に
多
大
な
ご
支

援
ご
協
力
を
賜
り
、
心
か
ら
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

　

我
が
国
の
経
済
は
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス

効
果
、
円
安
株
高
で
企
業
業
績
は
回

復
し
つ
つ
あ
り
、
設
備
投
資
も
増
加

傾
向
で
景
気
も
全
般
的
に
好
転
し
て

お
り
ま
す
が
、
地
方
農
山
村
に
は
そ

の
波
及
効
果
も
な
く
、
本
年
度
は
消

費
税
値
上
げ
、
社
会
保
険
料
負
担
増

な
ど
で
不
透
明
感
も
増
幅
し
て
お
り

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、
政
府
は
２
０
１
４

年
度
の
経
済
見
通
し
に
つ
い
て
、
消

費
税
増
税
で
一
時
的
に
景
気
が
落
ち

込
む
も
の
の
、
設
備
投
資
や
個
人
投

資
は
堅
調
で
、
経
済
対
策
も
景
気
を

下
支
え
す
る
と
想
定
し
て
お
り
ま
す
。

　

福
島
県
は
「
夢
・
希
望
・
笑
顔
に

満
ち
た
〝
新
生
ふ
く
し
ま
〞」
の
実

現
に
向
け
、
人
口
減
少
や
高
齢
化
社

会
の
課
題
へ
の
対
応
を
始
め
、
被
災

者
の
生
活
再
建
、
風
評
対
策
、
医
療

・
再
エ
ネ
拠
点
整
備
を
契
機
と
し
た

産
業
集
積
、
ふ
る
さ
と
帰
還
の
環
境

づ
く
り
な
ど
の
視
点
か
ら
選
定
し
た

事
業
に
優
先
的
に
予
算
配
分
す
る
と

し
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
政
治
、
経
済
、
社
会

情
勢
が
変
動
す
る
中
、
わ
が
町
の
財

政
健
全
化
判
断
比
率
は
、
実
質
公
債

比
率
（
25
％
以
下
）
が
4.8
％
、
将
来

負
担
比
率
（
３
５
０
％
以
下
）
が

０
、
実
質
赤
字
比
率
（
15
％
以
下
）

も
０
等
極
め
て
健
全
な
財
政
状
況
で

あ
り
ま
す
。
ま
た
、
財
政
調
整
基
金

等
の
基
金
積
立
総
額
は
約
35
億
円
と

な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
健
全
な
財
政
基
盤
の

も
と
に
、
本
年
は
「
や
ま
つ
り
こ
ど

も
園
」
が
開
園
し
、
子
ど
も
た
ち
は

新
し
い
園
舎
で
の
生
活
が
始
ま
り
ま

す
。
ま
た
、
統
合
小
学
校
は
平
成
28

年
４
月
開
校
に
向
け
工
事
に
着
手
い

た
し
ま
す
。
そ
の
他
に
も
次
代
を
担

う
子
ど
も
た
ち
の
た
め
の
子
育
て
支

援
、
生
活
基
盤
整
備
、
安
心
安
全
な

ま
ち
づ
く
り
事
業
等
様
々
な
施
策
を

推
進
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

本
年
も
町
民
の
皆
様
と
と
も
に
、

本
町
の
基
本
目
標
で
あ
り
ま
す
、「
住

ん
で
み
た
い　

住
み
続
け
た
い　

や

ま
つ
り
町
」、
そ
し
て
「
安
心　

安

全
な　

矢
祭
町
」
実
現
の
た
め
、
全

力
で
邁
進
し
た
い
と
思
い
ま
す
の
で
、

今
後
と
も
変
わ
ら
ぬ
御
支
援
と
御
協

力
を
お
願
い
申
し
上
げ
、
新
年
の
あ

い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

矢
祭
町
長

　

古
張　

允

茗荷地内から撮影

ひやく

新年のごあいさつ



２０１４新年の
　ごあいさつ

4広報やまつりＨ26．15 広報やまつりＨ26．1

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。
皆
様
に
は
輝
か
し
い
新
年
を

お
迎
え
の
こ
と
と
存
じ
ま
す
。

　

未
曽
有
の
大
災
害
、
東
日
本
大
震
災

が
発
生
し
ま
し
て
、
間
も
な
く
３
年
、

東
北
被
害
県
の
中
で
我
が
福
島
県
の
復

興
状
況
は
芳
し
い
と
は
い
い
難
く
、
特

に
風
評
被
害
は
幾
多
の
業
種
に
及
び
、

一
日
も
早
い
終
息
と
本
来
の
復
興
が
な

さ
れ
ま
す
こ
と
を
望
む
も
の
で
あ
り
ま

す
。

　

原
発
事
故
以
来
、
再
生
可
能
エ
ネ
ル

ギ
ー
の
必
要
性
が
叫
ば
れ
、
風
力
、
太

陽
光
、
小
水
力
、
地
熱
、
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
等
々
の
発
電
が
実
施
さ
れ
て
お
り

ま
す
が
、
尚
一
層
の
技
術
革
新
と
国
民

全
体
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
対
す
る
合
意
形

成
が
必
要
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

さ
て
、
本
年
の
矢
祭
町
で
は
「
や
ま

つ
り
こ
ど
も
園
」
の
開
園
及
び
本
格
運

用
、
そ
れ
に
伴
う
諸
整
備
、
28
年
開
校

を
目
指
し
た
統
合
小
学
校
の
建
設
に
向

け
た
諸
作
業
、
第
四
次
総
合
計
画
も
見

直
し
が
な
さ
れ
、
そ
の
基
本
目
標
で
あ

り
ま
す
「
住
ん
で
み
た
い
住
み
続
け
た

い
や
ま
つ
り
町
」
の
仕
上
げ
の
年
に
も

な
る
と
思
い
ま
す
。

　

私
ど
も
、
議
会
も
町
当
局
と
協
調
し

な
が
ら
、
ま
ち
づ
く
り
の
一
翼
を
担
い
、

各
々
自
立
の
気
概
を
も
っ
て
町
民
皆
様

の
負
託
に
応
え
精
進
し
て
ま
い
る
所
存

で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

矢
祭
町
の
益
々
の
発
展
と
町
民
皆
様

の
ご
活
躍
、
ご
健
勝
を
ご
祈
念
申
し
上

げ
ま
し
て
私
の
念
頭
の
挨
拶
と
い
た
し

ま
す
。

　

新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

矢
祭
町
な
ら
び
に
会
員
の
皆
様
に
は
、

日
頃
よ
り
矢
祭
ふ
る
さ
と
会
の
運
営
に

ご
支
援
ご
協
力
を
頂
き
厚
く
お
礼
申
し

上
げ
ま
す
。

　

皆
様
に
は
、
持
前
の
明
る
さ
と
活
力

を
存
分
に
発
揮
さ
れ
、
よ
り
稔
り
の
多

い
年
に
な
る
よ
う
、
お
祈
り
申
し
上
げ

ま
す
。

　

お
蔭
様
で
矢
祭
ふ
る
さ
と
会
も
、
結

成
以
来
、
17
年
目
を
迎
え
、
矢
祭
町
と

会
員
の
皆
様
の
お
力
添
え
を
頂
き
な
が

ら
も
「
会
員
相
互
の
連
携
と
協
力
」
の

も
と
、
円
滑
な
事
業
運
営
を
進
め
て
お

り
ま
す
。

　

平
成
25
年
度
の
事
業
と
し
て
は
、
６

月
15
日
に
東
京
麹
町
「
ス
ク
ワ
ー
ル
麹

町
」
に
於
い
て
25
年
度
総
会
及
び
懇
親

会
を
開
催
致
し
ま
し
た
。
矢
祭
町
か
ら

古
張
町
長
、
菊
池
町
議
会
議
長
、
髙
信

商
工
会
長
、
葛
飾
福
島
県
人
会
か
ら
霜

山
副
会
長
並
び
に
本
年
５
月
に
設
立
さ

れ
た
中
野
区
福
島
県
人
会
か
ら
藤
田
会

長
の
ご
臨
席
を
賜
り
、
最
初
に
古
張
町

長
の
ご
祝
辞
を
頂
き
、
提
出
議
案
及
び

新
役
員
の
選
出
と
滞
り
な
く
承
認
可
決

さ
れ
ま
し
た
。
引
続
い
て
の
懇
親
会
で

は
、
菊
池
議
長
の
乾
杯
ご
発
声
と
髙
信

商
工
会
長
、
霜
山
副
会
長
、
藤
田
会
長

の
ご
祝
辞
を
戴
き
、
懇
談
に
入
り
、
矢

祭
弁
丸
出
し
で
想
い
出
話
を
し
な
が
ら

恒
例
の
「
南
京
た
ま
す
だ
れ
」「
日
本
舞

踊
」「
カ
ラ
オ
ケ
」
に
と
余
興
等
も
加

わ
り
、
時
の
経
つ
の
も
忘
れ
、
盛
会
の

う
ち
に
、
金
澤
顧
問
の
万
歳
三
唱
で
お

開
き
と
な
り
ま
し
た
。

　

部
会
活
動
と
し
て
は
、
旅
行
部
会
が

５
月
20
日
に
バ
ス
日
帰
り
旅
行
を
行
い
、

ま
た
、
秋
に
は
、
10
月
20
日
、
21
日
に
、

１
泊
旅
行
会
を
行
い
ま
し
た
。

　

ゴ
ル
フ
部
会
は
、
恒
例
の
矢
祭
町
ゴ

ル
フ
愛
好
者
と
の
懇
親
コ
ン
ペ
を
６
月

10
日
に
、
第
17
回
を
棚
倉
田
舎
倶
楽
部

で
、
11
月
18
日
に
第
18
回
を
鷹
彦
ス
リ

ー
カ
ン
ト
リ
ー
（
大
子
町
）
に
於
い
て

実
施
し
ま
し
た
。

　

今
年
は
、「
が
ん
ば
ろ
う
東
北
」
を

旗
印
に
「
２
０
１
３
東
北
復
興
大
祭
典

な
か
の
」
が
中
野
サ
ン
プ
ラ
ザ
前
か
ら

中
野
区
役
所
前
、
四
季
の
森
公
園
を
会

場
に
開
催
さ
れ
、
青
森
の
「
ね
ぶ
た
」

を
は
じ
め
、
東
北
の
各
県
、
市
町
村
が

出
店
、
矢
祭
町
も
今
年
初
め
て
出
店
し

ま
し
た
の
で
会
場
を
廻
り
、
ブ
ー
ス
も

訪
問
し
応
援
し
ま
し
た
。

　

矢
祭
ふ
る
さ
と
会
は
、
本
年
も
、「
広

報
や
ま
つ
り
」「
ざ
っ
く
ば
ら
ん
矢
祭
」

を
活
用
し
、
矢
祭
町
と
の
情
報
交
換
と

会
員
相
互
の
親
睦
を
図
り
、
絆
を
よ
り

強
い
も
の
に
す
る
よ
う
役
員
会
員
一
致

協
力
し
て
活
動
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
の
で
皆
様
の
よ
り
一
層
の
ご
支
援

ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
新
年
の
挨

拶
と
致
し
ま
す
。

会　
　
　

長　

滑
川　

源
夫

副　

会　

長　

佐
藤　

雅
洋

　
　

〃　
　
　

林　
　

悦
子

事

務

局

長　

菊
池　

幹
夫

事
務
局
次
長　

村
越　

六
郎

　
　

〃　
　
　

佐
藤　

三
郎

　
　

〃　
　
　

岸　
　

米
子

　
　

〃　
　
　

鈴
木　

宏
治

理　
　
　

事　

力
丸　
　

詢

　
　

〃　
　
　

豊
田　

猛
夫

　
　

〃　
　
　

片
野　

令
子

　
　

〃　
　
　

海
野
美
井
子

　
　

〃　
　
　

田
谷　

勝
雄

　
　

〃　
　
　

倉
持　

敏
夫

　
　

〃　
　
　

菊
池　

利
次

　
　

〃　
　
　

蓑
田　

光
雄

　
　

〃　
　
　

小
林　

勝
一

　
　

〃　
　
　

菊
内　

英
昌

　
　

〃　
　
　

土
肥　

廣
子

監　
　
　

事　

本
田　

栄
徳

　
　

〃　
　
　

寺
島　

四
郎

顧　
　
　

問　

藤
田　

至
孝

　
　

〃　
　
　

金
沢　

紀
一

　
　

〃　
　
　

菊
池　

秀
男

　
　

〃　
　
　

鈴
木　

啓
夫

　
　

〃　
　
　

菊
池　

真
澄

議

会

議

長　

菊
池　

清
文

議
会
副
議
長　

鈴
木　

敏
男

議

会

議

員　

郡
司　

浩
子

議

会

議

員　

藤
田　

玄
夫

議

会

議

員　

緑
川　

裕
之

議

会

議

員　

菊
池　

淳
之

議

会

議

員　

廣
野　

吉
雄

議

会

議

員　

鈴
木　

一
徳

議

会

議

員　

菊
池　

保
行

議

会

議

員　

緑
川　
　

進

町
と
の
情
報
交
換
と
会
員
相
互
の
親
睦

を
図
り
、
絆
を
よ
り
強
い
も
の
に
す
る

矢祭ふるさと会会長

滑 川 源 夫
Motoo Namekawa

矢祭町議会議長

菊 池 清 文
Kiyofumi Kikuchi

各
々
自
立
の
気
概
を
も
っ
て

町
民
皆
様
の
負
託
に
応
え
精
進
す
る

謹
ん
で
新
年
の

　

ご
挨
拶
を
申
し
上
げ
ま
す

本
年
も
よ
ろ
し
く

　

お
願
い
申
し
上
げ
ま
す

賀
正
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　新年あけましておめでとうございます。

　私は中学２年の時から、ふくしま駅伝に参加しています。

社会人になってからは、年間を通した練習がなくなったこ

ともあり、怪我をしやすくなってしまいました。昨年と一

昨年は肉離れを起こし、大会前の練習が思うようにできな

かったのもあり、大会では良い走りができずに監督始めチ

ームのみんなには迷惑をかけてしまいました。

　そこで、私の今年の抱負ですが「自分に甘えないこと」で

す。今年は甘えを出さずに、年間を通して次回のふくしま

駅伝に向けて、怪我をしない体づくりをしていき、チーム

のため、町のために走れるよう努力していきたいと思いま

す。最後になりますが、支えてくれる駅伝関係者の皆様、

町民の皆様に心から感謝申し上げます。

菊池　孝
たかひろ

裕さん（小田川）

平成２年4月生まれ

チームのため、町のために走

れるよう努力していきたい。

　新年あけましておめでとうございます。

　「1年の計は元旦にあり」新年を迎えると気持ちも

新たに今年こそはという気持ちを持つのは誰も同じで

しょう。

　新年を迎えるたびにそう思い、仕事の合間に趣味の

フラダンス・パッチワークを楽しみながら早いもので

間もなく 60 歳を迎えることになります。勤めも 3月

で定年となり、人生の１つの節目となります。

　これからも、心身ともに健康で人と人との心のふれ

あい・思いやりを大切に趣味を生かして元気に笑顔で

生活をしていきたいと思います。

金澤　光
みつえ

枝さん（東舘）

昭和29年1月生まれ

健康で元気に笑顔で

生活をしていきたい。

今年からは意識的、

積極的に健康維持を

心がけて、１年１年

を暮らしたい。

　月日が経つのも造作ないとはよく

言ったもので、私も気付けば干支を

４周いたしました。次に年男が巡っ

てくるときは還暦です。

　４周くらいしてますと、おおよそ

自分が為すべきことは承知している

つもりですが、一方でそろそろ体に

はガタが出始めてきて若い時分のよ

うにはいきません。まずは体が第一

という言い古された言葉が実感とし

て分かるようになりました。

　今年からは意識的、積極的に健康

維持を心がけて１年１年を暮らし、

きたるべき丙午には威勢よく赤いチ

ャンチャンコに袖を通せたらと思い

ます。

金澤　和
かつや

弥さん（宝坂）

昭和41年5月生まれ

若
く
き
れ
い
に
年
を
重
ね
ら
れ
た
ら
う
れ
し
い
。

小林　裕
ひろみ

美さん（関岡）

昭和53年1月生まれ

　早いもので 3回目の年女です。

人生は 1 度きりなので精一杯楽

しみながら、若くきれいに年を重

ねられたらうれしいです。

（告知）鉄馬に乗っている女性ラ

イダーのみなさん集まれ！！

レアーズ女性支部作りましょう。

馬
の
よ
う
に
元
気
に
、
プ
ー
ル
で
泳
い
だ
り
、
体
操
を
し
た
り
、
盆
踊
り
を

踊
っ
た
り
、
図
書
館
の
本
を
読
ん
だ
り
し
て
い
き
た
い
。

鈴木スミエさん（東舘）

昭和5年9月生まれ

　新年あけましておめでとうございます。

　今年は午年です。午年といってもオギャー

と生まれたばかりの午年もいれば、わたしの

ように７回も巡り通り過ぎた人もいます。

　わたしが子どもの時は、馬車がでこぼこな

道を荷物を引いていました。また、農家には

どこの家にも馬がおりました。馬は家族の一

員だったのです。田植えの前の代かきの時は、

子どもが馬を引いて、鼻取りをしました。大

人が後ろで万鍬を押したのです。

　馬と人とは、離れ難いものだったのです。

わたしも、馬のように元気に、プールで泳い

だり、体操をしたり、盆踊りを踊ったり、図

書館の本を読んだりしていきたいと思います。

健
康
に
留
意
し
、
仕
事
に
運
動
に

励
ん
で
い
き
た
い
。

小松　正
まさあき

明さん（戸塚）

昭和17年11月生まれ

　新年明けましておめでとうございま

す。

　私は、今年の干支に当る年男です。

昨年の大河ドラマ「八重の桜」は、福

島県の東日本大震災と原発事故からの

復興を願って放映され、「私はあきら

めねえ」という八重の言葉にあるよう

に、１日も早い復興を願っています。

私の今年の目標は健康に留意し、仕事

に運動に励んでいきたいと思います。

『新年の誓い』

新 春 企 画
第１弾

年男・年女に聞く 今
年
の
干
支
は「
午う

ま

」。

町
内
に
住
む
６
人
の
年
男
・
年
女
の
み
な
さ
ん
に
、

今
年
の
目
標
を
聞
き
ま
し
た
。

ちか



　

「
英
語
は
、
難
し
い
か
ら
嫌
い
」

「
日
本
人
な
ん
だ
か
ら
、
英
語
な

ん
て
必
要
な
い
し
」「
将
来
の
た

め
と
か
言
っ
て
も
、
英
語
を
使
う

職
業
に
就
く
の
は
、
ほ
ん
の
一
部

の
人
で
し
ょ
」

　

英
語
が
苦
手
な
私
は
、
い
つ
も

こ
ん
な
言
い
訳
を
つ
け
て
英
語
を

勉
強
す
る
こ
と
か
ら
逃
げ
て
い
ま

し
た
。
テ
ス
ト
の
結
果
を
家
に

持
っ
て
帰
る
た
び
に
、「
ま
た
英

語
が
足
を
引
っ
張
っ
て
い
る
よ
」

と
言
わ
れ
、「
分
か
っ
て
る
か
ら

言
わ
な
い
で
！
」
と
逆
に
怒
っ
て

言
い
返
す
始
末
。
そ
ん
な
こ
と
の

繰
り
返
し
で
、私
の
「
英
語
嫌
い
」

は
ま
す
ま
す
ひ
ど
く
な
る
ば
か
り

で
し
た
。

　

し
か
し
、
今
の
私
は
、「
英
語

は
必
要
な
い
」
と
は
思
っ
て
い
ま

せ
ん
。
む
し
ろ
、「
英
語
を
勉
強

し
た
い
」「
英
語
を
頑
張
り
た
い
」

と
い
う
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
な
の

で
す
。
な
ぜ
あ
れ
ほ
ど
英
語
が
嫌

い
だ
っ
た
私
の
考
え
が
、
こ
ん
な

ふ
う
に
変
わ
っ
た
か
。
そ
の
き
っ

か
け
は
、
今
年
の
五
月
に
行
っ
た

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
修
学
旅
行
で
し

た
。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
出
発
す
る

前
は
、
正
直
な
と
こ
ろ
、
沈
ん
だ

気
持
ち
で
し
た
。
特
に
私
を
不
安

に
さ
せ
て
い
た
の
は
、
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
女
子
校
「
セ
ン
ト
・
ウ

ル
ス
ラ
・
カ
レ
ッ
ジ
」
の
生
徒
と

の
交
流
学
習
で
し
た
。「
英
語
で

話
し
か
け
ら
れ
た
ら
ど
う
し
よ

う
」「
自
分
の
英
語
が
通
じ
る
わ

け
な
い
」
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
に
荷
物

を
詰
め
な
が
ら
、
頭
の
中
は
「
さ

ら
に
英
語
を
嫌
い
に
な
り
そ
う
な

予
感
」
で
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。

　

オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
に
到
着
し
、

ブ
ル
ー
マ
ウ
ン
テ
ン
、
オ
ペ
ラ
ハ

ウ
ス
な
ど
の
絶
景
や
コ
ア
ラ
、
カ

ン
ガ
ル
ー
な
ど
の
愛
ら
し
い
動
物

た
ち
に
心
癒
さ
れ
な
が
ら
も
、
心

の
片
隅
に
交
流
学
習
の
不
安
が
あ

り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
い
よ
い
よ
オ
ー
ス
ト

ラ
リ
ア
の
生
徒
と
の
交
流
学
習
の

日
。
名
刺
を
交
換
し
な
が
ら
の
自

己
紹
介
に
始
ま
り
、
お
互
い
の
学

校
か
ら
の
出
し
物
で
、
長
縄
跳
び

や
ダ
ン
ス
を
し
ま
し
た
。
ま
た
、

モ
ー
ニ
ン
グ
テ
ィ
ー
と
い
っ
て
、

み
ん
な
で
お
や
つ
を
食
べ
な
が
ら

交
流
し
ま
し
た
。

　

そ
の
間
中
、
私
は
案
の
定
、
全

く
と
言
っ
て
い
い
ほ
ど
英
語
を
話

す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

そ
れ
で
も
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の

生
徒
た
ち
は
、
み
ん
な
フ
レ
ン
ド

リ
ー
で
と
て
も
優
し
く
、
英
語
の

話
せ
な
い
私
に
愛
想
を
尽
か
す
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
何
と

言
っ
た
ら
い
い
の
か
分
か
ら
ず
、

緊
張
で
固
ま
っ
て
い
る
私
の
た
め

に
、
簡
単
な
英
語
を
使
っ
て
く
れ

た
り
、
ゆ
っ
く
り
話
し
て
く
れ
た

り
、
な
ん
と
、
日
本
語
を
交
え
て

話
そ
う
と
し
て
く
れ
た
の
で
す
。

そ
れ
な
の
に
、
私
と
き
た
ら
、
自

分
か
ら
会
話
を
す
る
こ
と
が
で
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
自
分
の
英
語
に

自
信
が
な
か
っ
た
の
で
す
。い
や
、

英
語
に
自
信
が
な
い
こ
と
を
言
い

訳
に
し
て
、
英
語
を
話
す
こ
と
か

ら
逃
げ
て
し
ま
っ
た
の
か
も
し
れ

ま
せ
ん
。

　

ふ
と
周
り
を
見
渡
す
と
、
友
達

の
み
ん
な
は
、
と
て
も
楽
し
そ
う

に
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア
の
生
徒
と
会

話
を
し
て
い
ま
し
た
。
英
語
が
得

意
な
人
も
、
そ
う
で
な
い
人
も
、

み
ん
な
笑
顔
で
、
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー

を
交
え
な
が
ら
交
流
し
て
い
た
の

で
す
。

　

私
は
こ
の
時
、
頑
張
っ
て
話
し

か
け
て
く
れ
た
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

の
生
徒
た
ち
に
対
し
て
、
申
し
訳

な
い
気
持
ち
で
い
っ
ぱ
い
に
な
り

ま
し
た
。
そ
れ
と
同
時
に
、
英
語

を
話
せ
な
い
自
分
や
英
語
を
話
そ

う
と
し
な
か
っ
た
自
分
に
腹
が
立

ち
、と
て
も
悔
し
く
思
い
ま
し
た
。

そ
し
て
、
私
に
足
り
な
か
っ
た
の

は
、
英
語
を
分
か
ろ
う
と
す
る
気

持
ち
や
英
語
で
伝
え
よ
う
と
す
る

気
持
ち
だ
っ
た
の
だ
と
気
付
き
ま

し
た
。

　

帰
国
後
、
私
は
、
生
ま
れ
変
わ

り
ま
し
た
。
あ
ん
な
に
嫌
い
だ
っ

た
英
語
の
授
業
に
、
自
分
で
も
驚

く
く
ら
い
頑
張
っ
て
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。「
英
語
な
ん
て
必
要
な

い
」
と
思
う
こ
と
も
、
も
う
あ
り

ま
せ
ん
。
そ
れ
ど
こ
ろ
か
、
英
語

の
授
業
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
自

分
が
い
ま
す
。

　

ま
だ
テ
ス
ト
の
点
数
は
良
く
な

り
ま
せ
ん
が
、
で
も
「
英
語
で
会

話
し
た
」
と
思
う
気
持
ち
は
持
ち

続
け
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
も
ち

ろ
ん
こ
れ
か
ら
も
、
英
語
の
勉
強

を
頑
張
っ
て
い
く
つ
も
り
で
す
。

英
語
を
使
う
世
界
中
の
人
々
と
、

笑
顔
で
楽
し
く
会
話
す
る
た
め

に
。

Let’s study English!!
矢祭町立矢祭中学校　3年

英
語
が
苦
手
な
私
は
、
言
い
訳
を
つ
け
て

英
語
を
勉
強
す
る
こ
と
か
ら
逃
げ
て
い
ま
し
た
。

私
は
、
生
ま
れ
変
わ
り
ま
し
た
。

あ
ん
な
に
嫌
い
だ
っ
た
英
語
の
授
業
に
、

自
分
で
も
驚
く
く
ら
い
頑
張
っ
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

増子夏
なつ

海
み

さん

平成25年度　青少年の主張矢祭町大会

【 茗 荷 】
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新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ

い
ま
す
。

　

町
民
の
皆
様
に
は
、
輝
か
し
い
希
望

に
満
ち
た
新
し
い
年
を
、
ご
家
族
の
皆

さ
ん
と
共
に
健
や
か
に
お
迎
え
の
こ
と

と
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。
新

し
い
平
成
26
年
が
更
な
る
町
の
発
展
と

町
民
の
皆
様
に
と
っ
て
も
良
い
年
と
な

る
よ
う
心
か
ら
願
っ
て
お
り
ま
す
。

　

昨
年
は
異
常
な
暑
さ
に
よ
る
農
作
物

の
生
育
が
心
配
さ
れ
ま
し
た
が
、
多
岐

に
わ
た
る
作
物
も
順
調
に
育
ち
、
農
家

の
方
々
も
一
安
心
と
い
う
所
で
す
。

　

２
年
目
と
な
っ
た
米
の
全
袋
検
査
も

問
題
な
く
終
了
し
た
こ
と
は
嬉
し
く
思

い
ま
す
し
、
今
後
も
、
安
全
、
安
心
な

作
物
を
生
産
す
る
た
め
に
必
要
な
検
査

だ
と
思
い
ま
す
。

　

皆
様
も
ご
存
じ
の
と
お
り
、
原
発
事

故
に
よ
る
風
評
被
害
等
に
よ
り
農
産
物

の
価
格
は
低
迷
し
て
お
り
、
農
家
の
経

済
的
打
撃
は
計
り
知
れ
ま
せ
ん
。
農
業

情
勢
は
不
透
明
な
中
、
担
い
手
不
足
や

遊
休
農
地
の
解
消
に
力
を
入
れ
、
大
切

な
農
地
を
守
っ
て
い
く
こ
と
が
、
農
業

委
員
会
の
大
事
な
役
割
の
１
つ
と
考
え

て
お
り
ま
す
。

　

減
反
の
廃
止
を
含
む
経
営
所
得
安
定

対
策
の
見
直
し
や
、
Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
な
ど

懸
案
事
項
も
多
い
で
す
が
、
今
年
も
天

候
に
恵
ま
れ
た
平
穏
な
年
と
な
る
こ

と
、
皆
様
方
の
ご
多
幸
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
。
皆
様
方
の
な
お
一
層
の
ご

支
援
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
願
い

申
し
上
げ
ま
し
て
新
年
の
挨
拶
と
い
た

し
ま
す
。

　

平
成
25
年
２
月
上
旬
、
小
田
川
地
区

の
農
地
パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
た
。

　

雑
木
や
竹
藪
等
が
生
い
茂
り
幼
年
期

の
頃
か
け
歩
い
た
農
道
を
見
つ
け
る
こ

と
が
出
来
な
く
農
地
の
確
認
が
難
し
い

ほ
場
が
多
く
散
見
さ
れ
た
。

　

子
ど
も
た
ち
も
多
く
学
校
の
授
業
が

終
わ
る
と
子
ど
も
同
士
が
集
団
で
遊
び

歩
い
た
昭
和
の
良
き
時
代
は
、
農
道
が

近
道
で
あ
り
農
家
の
生
活
道
路
と
し
て

利
用
さ
れ
子
ど
も
た
ち
も
遊
び
歩
く
こ

と
が
多
か
っ
た
。

　

今
日
で
は
生
活
道
路
の
大
半
は
舗
装

さ
れ
て
お
り
農
業
の
機
械
化
が
進
み
車

時
代
を
迎
え
、
大
人
も
子
ど
も
も
歩
く

こ
と
が
少
な
く
な
っ
て
来
て
い
る
。

　

町
の
特
産
で
あ
っ
た
コ
ン
ニ
ャ
ク
が

産
地
間
競
争
に
よ
り
衰
退
し
た
こ
と
が

大
き
な
要
因
と
な
り
、
採
算
性
の
悪
い

狭
い
山
間
地
の
農
地
は
見
向
き
も
さ
れ

な
い
状
況
と
な
っ
て
来
て
い
る
。

　

農
地
の
利
用
率
の
向
上
を
図
り
耕
作

放
棄
地
の
減
少
を
図
り
た
い
と
町
独
自

の
事
業
取
り
組
み
も
始
ま
り
農
家
へ
呼

び
か
け
て
い
る
。

　

私
の
農
業
へ
取
り
組
み
は
退
職
後
か

ら
で
、
自
家
消
費
す
る
分
を
自
分
で
栽

培
し
我
が
家
の
食
料
自
給
率
を
高
め
て

健
康
増
進
を
図
る
こ
と
に
あ
っ
た
。

　

米
と
野
菜
を
中
心
に
豆
類
を
栽
培

し
、
年
間
必
要
量
の
味
噌
の
自
給
を
し

て
い
る
。

　

味
噌
の
原
料
と
な
る
豆
は
青
豆
で
一

般
大
豆
よ
り
食
味
が
良
く
、
ゆ
で
豆
と

し
て
も
食
卓
に
並
び
家
族
の
評
価
を
得

て
い
る
。

　

穀
類
に
は
品
種
も
多
く
い
ろ
い
ろ
あ

る
が
畑
地
利
用
拡
大
に
は
豆
類
の
栽
培

を
一
番
に
奨
め
た
い
。

　

昨
秋
、
１
６
０
キ
ロ
も
あ
る
仔
牛
ほ

ど
の
大
き
な
イ
ノ
シ
シ
が
捕
獲
さ
れ
、

話
題
に
な
り
ま
し
た
。

　

こ
こ
数
年
、
イ
ノ
シ
シ
な
ど
に
よ
る

農
作
物
の
被
害
が
著
し
く
増
え
、水
稲
、

じ
ゃ
が
い
も
等
が
収
穫
皆
無
に
な
っ
て

し
ま
っ
た
話
を
耳
に
し
ま
す
。
山
間
地

の
農
地
で
は
防
御
の
た
め
周
り
に
電
気

柵
を
設
置
し
な
け
れ
ば
食
害
を
防
ぐ
こ

と
が
困
難
な
状
況
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま

す
。
か
つ
て
は
県
内
有
数
の
こ
ん
に
ゃ

く
芋
の
産
地
で
し
た
が
、
現
在
は
栽
培

し
て
い
る
畑
を
見
つ
け
る
こ
と
も
難
し

く
な
る
ほ
ど
激
減
し
て
イ
ノ
シ
シ
な
ど

の
住
処
に
な
っ
て
い
る
様
に
も
思
わ
れ

ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
遊
休
農
地
の
有
効
利
用

を
図
る
た
め
、
町
で
は
汎
用
コ
ン
バ
イ

ン
や
製
粉
設
備
等
を
導
入
し
、
そ
ば
や

大
豆
の
生
産
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い
る

と
こ
ろ
で
す
。

　

最
近
、あ
る
研
修
会
に
参
加
し
た
折
、

20
代
前
半
の
町
内
青
年
と
話
を
交
わ
す

機
会
が
あ
り
ま
し
た
。
今
春
よ
り
の
新

規
就
農
を
目
指
し
、
現
在
、
先
進
農
家

の
も
と
で
実
践
に
取
り
組
む
と
と
も
に

研
修
会
等
に
参
加
し
て
準
備
中
で
あ
る

と
話
し
て
い
ま
し
た
。

　

東
電
原
発
事
故
以
降
の
県
内
農
産
物

の
風
評
被
害
等
に
よ
る
価
格
の
低
下
、

現
在
行
わ
れ
て
い
る
Ｔ
Ｐ
Ｐ
交
渉
の
行

方
、
水
稲
の
生
産
調
整
の
抜
本
的
改
革

等
、
農
業
を
取
り
巻
く
先
行
き
が
不
透

明
な
中
に
あ
っ
て
新
た
に
農
業
に
取
り

組
む
と
い
う
こ
の
若
者
に
エ
ー
ル
を
送

り
、
新
し
い
希
望
の
春
を
迎
え
た
い
と

思
い
ま
す
。

矢祭町農業委員会　
宝坂地区担当委員　
　益子　修一

こ
れ
か
ら
の
農
業
を
想
う

農
太
：
昨
日
、「
農
業
委
員
会
委
員
選
挙
人
名
簿
登
載
申
請
書
」
と
い
う
の
が
届
い

　
　
　

た
け
ど
、
何
だ
ろ
う
。

地
子
：
そ
う
ね
。
農
業
委
員
が
選
挙
で
選
ば
れ
る
こ
と
は
知
っ
て
い
る
か
し
ら
。

農
太
：
そ
れ
は
知
っ
て
る
よ
。
３
年
に
一
度
、
選
挙
を
行
う
ん
だ
よ
ね
。

地
子
：
そ
う
そ
う
。
じ
ゃ
あ
、
こ
の
農
業
委
員
選
挙
の
選
挙
権
は
、
農
家
だ
け
が
有

　
　
　

す
る
こ
と
も
知
っ
て
い
る
か
し
ら
。

農
太
：
え
？
農
家
だ
け
な
の
？
何
を
も
っ
て
「
農
家
」
と
判
断
す
る
の
か
な
。

地
子
：
農
家
の
定
義
は
農
業
委
員
会
法
の
第
８
条
に
定
め
ら
れ
て
い
て
、
①
「
10
ア

　
　
　

ー
ル
以
上
の
農
地
に
つ
き
耕
作
を
営
む
者
」、
②
「
そ
の
同
居
の
親
族
で
60

　
　
　

日
以
上
、
耕
作
に
従
事
す
る
者
」、
③
「
農
業
生
産
法
人
の
構
成
員
」
と
な

　
　
　

っ
て
い
る
わ
。 

農
太
：
な
る
ほ
ど
、
そ
の
条
件
を
満
た
し
て
い
る
か
ど
う
か
を
、
こ
の
「
登
載
申
請

　
　
　

書
」
で
確
認
す
る
仕
組
み
な
ん
だ
ね
。

地
子
：
そ
の
通
り
。
毎
年
１
月
10
日
ま
で
に
こ
の
登
載
申
請
書
を
農
業
委
員
会
へ　

　
　

提
出
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
わ
。
こ
の
登
載
申
請
書
を
も
と
に
選
挙
管
理　

　
　

委
員
会
が
「
選
挙
人
名
簿
」
を
作
る
の
よ
。

農
太
：
提
出
を
忘
れ
た
場
合
は
ど
う
な
る
の
か
な
。
選
挙
権
を
失
っ
て
し
ま
う
の
？

地
子
：
原
則
と
し
て
は
そ
う
な
ん
だ
け
ど
、
法
律
上
、
農
業
委
員
の
判
断
で
追
加
す

　
　
　

る
こ
と
も
出
来
る
仕
組
み
に
な
っ
て
い
る
わ
。
逆
に
事
実
と
異
な
る
申
請
を

　
　
　

し
た
場
合
に
は
、
農
業
委
員
が
修
正
す
る
こ
と
も
あ
る
の
。

農
太
：
じ
ゃ
あ
、
無
理
に
出
さ
な
く
て
も
良
い
の
か
な
。 

地
子
：
仕
組
み
上
、
色
々
救
済
措
置
は
あ
る
け
れ
ど
、
や
っ
ぱ
り
出
来
る
だ
け
最
新

　
　
　

の
情
報
を
農
業
委
員
会
に
伝
え
る
こ
と
は
大
切
だ
と
思
う
わ
よ
。

農
太
：
そ
う
だ
ね
。
期
限
ま
で
に
提
出
す
る
よ
う
気
を
付
け
る
よ
。
あ
り
が
と
う
。

農
太
と
地
子
の
農
地
法
対
談

こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
毎
回
、
農
地
法
の
制
度
を

１
つ
取
り
上
げ
て
、
そ
の
概
要
を
説
明
し
ま
す
。

矢
祭
町
農
業
委
員
会

　

会
長　

鈴
木
通
弘

新
年
の
ご
挨
拶

農
業
委
員
会
だ
よ
り

矢祭町農業委員会

　副会長　加藤　明

畑
地
利
用
拡
大
に
豆
類
の
栽
培
を
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12広報やまつりＨ26．1広報やまつりＨ26．1広報やまつりＨ26．113 広報やまつりＨ26．1

■親子の部

　１位　角田秀市・莉生チーム

　２位　小澤敬文・太陽チーム

　３位　遠藤安弘・陽人チーム

■Ⅰ部男子（小学生）

　１位　善郷陸上クラブ

　２位　白河第一陸上クラブ

　３位　円谷ランナーズ

■Ⅱ部男子（中学生）

　１位　鮫川駅伝ボーイズ

　２位　中島中学校野球部Ａチーム

　３位　円谷ランナーズ

■Ⅲ部男子（一般）

　１位　な

　２位　鮫川駅伝部ＯＢ

　３位　今年も剛志がお世話になります！

■Ⅰ部女子（小学生）

　１位　善郷陸上クラブ

　２位　浅川ガールズ陸上クラブ

　３位　白河第一陸上クラブ

■Ⅱ部女子（中学生）

　１位　矢吹中学校

　２位　さめがわ らん・Runクラブガールズ

　３位　円谷ランナーズ

■Ⅲ部女子（一般）

　１位　さめがわ らん・Runクラブ

　２位　FACレディース

大 会 結 果

第18回

矢
祭
ふ
れ
あ
い

駅　

伝

え
き
で
ん

　矢祭町の冬のイベン
トとして定着した矢祭
ふれあい駅伝が 12 月
1日に行われました。
　18 回を数える今回
のふれあい駅伝には
FIT 圏内（福島・茨城
・栃木）などから親子
の部 21 チーム、男女
Ⅰ部からⅢ部の 86 チ
ームが参加しました。
寒空の下、各チームが
絆の強さと健脚を競っ
たその様子をカメラで
追いました。
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平成28年度4月に開校を目指す
　

町
内
５
小
学
校
を
統
合
し
、
平

成
28
年
４
月
に
開
校
を
目
指
す
統

合
小
学
校
の
計
画
地
に
つ
い
て
、

関
係
す
る
地
権
者
の
ご
理
解
と
同

意
を
得
る
こ
と
が
で
き
、
26
年
度

か
ら
の
整
備
工
事
に
向
け
て
、
設

計
者
の
選
定
、
造
成
工
事
の
設
計

に
向
け
て
動
き
出
し
ま
し
た
。

　

統
合
小
学
校
の
敷
地
は
、
本
誌

25
年
９
月
号
で
も
お
知
ら
せ
の

と
お
り
、
現
在
の
学
校
敷
地
約

１
３
，
０
０
０
㎡
と
周
囲
の
土
地

約
１
２
，
０
０
０
㎡
を
合
わ
せ
た

２
５
，
０
０
０
㎡
で
計
画
さ
れ
て

い
ま
す
。
25
年
度
中
を
目
途
に
、

学
校
施
設
の
配
置
、
敷
地
造
成
計

画
を
立
て
、
都
市
計
画
の
開
発
許

可
手
続
き
、
農
地
転
用
許
可
申
請

な
ど
の
法
手
続
き
を
経
て
、
26
年

度
の
早
い
時
期
に
造
成
工
事
、
そ

の
後
に
本
校
舎
の
建
設
に
着
手
す

る
計
画
で
す
。

　

統
合
小
学
校
施
設
全
体
の
基
本

設
計
を
行
う
設
計
者
の
選
定
は
、

矢
祭
町
で
は
初
め
て
と
な
る
公
募

型
プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
方
式
に
よ
り
行

い
ま
す
。
実
績
、
専
門
性
、
技
術

力
、
創
造
性
等
総
合
的
な
見
地
か

ら
審
査
し
、
最
適
な
設
計
者
を
選

ぶ
こ
と
を
目
的
と
し
て
採
用
し
ま

し
た
。

　

福
島
県
及
び
茨
城
県
か
ら
公
募

し
ま
し
た
と
こ
ろ
、
両
県
か
ら
合

わ
せ
て
11
社
の
参
加
表
明
が
あ
り
、

去
る
12
月
10
日
に
参
加
表
明
者
に

対
す
る
現
地
説
明
会
を
行
い
ま
し

た
。（
そ
の
後
、
１
社
辞
退
）

　

第
一
次
審
査
会
は
１
月
６
日
に

行
い
ま
す
。
第
二
次
審
査
会
は
１

月
14
日
午
後
１
時
30
分
よ
り
、
公

開
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、

ヒ
ア
リ
ン
グ
を
行
い
ま
す
の
で
、

町
民
の
皆
様
に
も
ぜ
ひ
ご
視
聴
い

た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

建
設
に
向
け
て
前
進

設
計
者
は

　

プ
ロ
ポ
ー
ザ
ル
で
選
定
へ

統
合
小
建
設
本
格
始
動

統合小学校施設整備スケジュール

■統合小施設整備工事等基本設計・実施設計プロポーザル競技

　○一次審査会　平成 26年１月６日（月）午後１時 30分　ユーパル矢祭

　○二次審査会　平成 26年１月14日（火）午後１時 30分　ユーパル矢祭

　　　　　　　　※二次審査会のプレゼンテーション、ヒアリングは公開により行います。

■基本設計・校舎実施設計　平成 26年１月～８月

　　　　　　　　その後、工事計画に合わせて体育館、プール、校庭、外構の実施設計

平成 26年１月６日　新園舎で保育所の保育開始

平成 26年１月９日　新園舎で幼稚園の第３学期始業式・保育開始

平成 26年４月１日　やまつりこども園開園

　　　　　 　　　　幼児教育部での３年保育・完全給食開始

　　　　　　　　 　矢祭町保育所　　→　やまつりこども園保育部へ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（０～２歳児）

　　　　　　　　　 やまつり幼稚園　→　やまつりこども園幼児教育部へ

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（３～５歳児）

■敷地造成工事　　平成 26年 6 月～ 26年 10 月

■校舎新築工事　　平成 26年 10 月～ 28 年 2 月（２ヶ年継続工事）

体育館、プール、校庭、外構工事については、27 年度から 28 年度にかけて行

う計画ですが、今後計画を精査して広聴会や広報等でお知らせします。

※プロポーザル（技術提案書競技方式）とは

　発注者が、複数の設計者から対象プロジェクトに対する設計体制、実施方法、考え方等について

　の技術提案を求め、設計者を選ぶ方法。あくまで設計委託にふさわしい組織と人を選ぶ方法。発

　注者と設計者との共同作業により設計を進めるため、発注者の意見や要望が反映できる。

26
年
１
月
６
日
よ
り

　
　
　
　

供
用
開
始
へ

　

平
成
25
年
３
月
よ
り
進
め
て
き

た
や
ま
つ
り
こ
ど
も
園
新
築
工
事

は
、
25
年
12
月
に
工
事
が
完
成
し
、

12
月
21
日
に
は
保
育
所
、
幼
稚
園

の
保
護
者
の
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、

引
越
作
業
を
行
い
ま
し
た
。

　

１
月
６
日
か
ら
は
、
木
の
香
り

た
だ
よ
う
新
園
舎
で
、
保
育
所
の

保
育
が
始
ま
り
、
１
月
９
日
に
は

幼
稚
園
の
第
３
学
期
が
始
め
ら
れ

る
こ
と
と
な
り
、
新
し
い
園
舎
で

の
生
活
に
、
園
児
は
胸
を
と
き
め

か
せ
て
い
ま
す
。
そ
し
て
、
現
在

の
幼
稚
園
５
歳
児
は
新
園
舎
か
ら

巣
立
っ
て
い
く
こ
と
と
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
、
旧
園
舎
の
取
壊
し
、

屋
外
環
境
整
備
工
事
に
着
手
し
、

本
年
夏
に
は
総
合
落
成
を
迎
え
る

こ
と
と
な
り
ま
す
。

や
ま
つ
り
こ
ど
も
園

園
舎
完
成

工事関係

設計関係

園の運営

平成 26年１月～３月　幼稚園・保育所旧園舎解体工事

平成 26年１月～７月　やまつりこども園屋外整備工事（園庭・外構・駐車場等）

やまつりこども園の住所と電話番号をお知らせします。

　○やまつりこども園（保育部・幼児教育部）

　・住所　矢祭町大字東舘字柳町８番地

　・ＴＥＬ　０２４７－５７－６５００

　・ＦＡＸ　０２４７－５７－６５１０

工事関係

今
後
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

東舘小学校屋上より計画地を望ぞむ
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無
住
寺
の
石
段
の
ぼ
り
て
立
ち
見
れ
ば
苔
む
す
屋
根
が
目
前
に
せ
ま
る　

　

近
藤　

和
夫

農
業
に
心
を
寄
せ
て
歌
い
来
し
短
歌
の
友
が
大
賞
を
受
く　
　
　
　
　
　

　

片
野　

税
子

刈
り
取
り
し
稲
田
の
先
に
那
須
の
山
雪
覆
い
い
て
眩
し
く
光
る　
　
　
　

　

片
野　

盛
好

「
農
に
立
つ
」
と
う
記
念
の
歌
集
綴
り
た
り
農
一
筋
の
わ
れ
の
足
あ
と　

　

深
谷　

絹
子

吾
が
沈
む
心
に
「
元
気
出
し
て
ね
」
と
手
作
り
の
籠
教
え
子
よ
り
届
く　

　

佐
川　

典
子

離
乳
せ
し
ひ
孫
と
逢
う
た
び
ず
っ
し
り
と
盲
の
我
に
も
重
き
手
応
え　
　

　

松
本　

精
次

停
年
の
子
は
真
剣
に
農
に
励
み
作
り
し
新
米
を
掌
に
み
る　
　
　
　
　
　

藤
田　

君
江

友
の
家
に
訪
い
ゆ
け
ば
玄
関
に
金
の
な
る
木
が
花
盛
り
な
り
小
春
日
和
に

　

金
澤　

京
子

見
上
げ
れ
ば
満
天
の
星
き
ら
め
き
て
寒
さ
身
に
沁
む
地
蔵
講
の
夜　
　
　

　

星　
　

初
枝

紅
葉
の
散
り
終
り
た
る
庭
隅
の
花
梨
の
黄
の
実
に
日
ざ
し
あ
ま
ね
し　
　

　

菊
池　

和
子

四
季
バ
ラ
と
白
山
茶
花
の
満
開
に
霜
降
り
ぬ
よ
う
に
と
毎
晩
祈
る　
　
　

　

佐
藤
ミ
サ
子

最
高
の
賞
を
受
け
た
る
友
の
短う

歌た

農
を
愛
す
る
心
に
打
た
る　
　
　
　
　

　

佐
川　

文
江

短
歌
矢
祭
町
短
歌
会
十
二
月
詠
草

　

こ
の
絵
本
は
、
も
っ
た
い
な
い
図
書
館
で
行
わ
れ
た
「
家
読
ま
つ
り
」
で
貸
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

数
字
の
１
と
７
が
主
人
公
で
、
お
互
い
に
自
分
の
ま
ね
を
し
て
い
る
と
ケ
ン
カ

を
は
じ
め
ま
す
。
自
分
が
ど
れ
だ
け
相
手
よ
り
優
れ
て
い
る
か
を
言
い
合
っ
て
い

る
と
、
他
の
数
字
た
ち
が
き
て
、
１
と
７
の
素
敵
な
と
こ
ろ
を
褒
め
て
く
れ
ま
す
。

そ
し
て
、
お
互
い
の
魅
力
に
気
付
き
仲
直
り
す
る
と
い
う
お
話
で
す
。

数
字
が
ケ
ン
カ
を
し
て
い
る
と
い
う
意
外
性
や
子
ど
も
に
も
わ
か
り
や
す
い
文
章

で
書
か
れ
て
い
る
の
で
、
小
さ
な
子
で
も
楽
し
め
る
本
で
す
。

　

今
は
ケ
ン
カ
を
し
て
は
ダ
メ
だ
よ
ね
と
感
想
を
話
し
て
く
れ
ま
す
が
、
も
う
少

し
大
き
く
な
っ
た
ら
お
友
達
も
自
分
も
１
人
し
か
い
な
い
尊
い
存
在
な
ん
だ
と
い

う
事
が
伝
わ
る
と
い
い
な
と
思
い
ま
す
。こ
れ
か
ら
も
読
み
続
け
た
い
一
冊
で
す
。

１
と
７

「
家う
ち
ど
く読
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
」

わ
が
家
の
イ
チ
お
し

　
　
　
　
　
　

こ
の
一
冊

矢祭もったいない図書館利用者

加瀬　裕
ひろみ

美さん　

　　結
ゆ

乃
の

葉
は

ちゃん

　　陽
ひだか

堯くん

（金沢）

―
矢
祭
も
っ
た
い
な
い
図
書
館
所
蔵
本
か
ら
―

作

二
宮　

由
紀
子　

絵

高
畠　

純　

出
版
社

ひ
か
り
の
く
に

■営業・農業・自由業（外交員、塾の経営者

　等）などの事業を営んでいる方。

■不動産（地代・家賃）・配当・譲渡（土地

　等の売買）などの収入がある方。

■給与収入があり年末調整を行なっていない

　方。

■給与収入があり年末調整を行なったが、農

　業・営業・不動産（地代・家賃）・配当・

　譲渡（土地等の売買）・年金など給与以外

　に収入がある方。

■年金収入だけの年金から所得税が源泉徴収

　されている方。

■年金収入だけの年金収入者が扶養控除や配

　偶者控除等を受けようとする方。

■雑損控除

　東日本大震災による災害関連支出及び繰越

　損失がある方

■医療費控除

　平成25年中に医療機関などに支払った金額

　が、高額療養費や保険金など還付された金

　額と所得の５％または 10 万円を差し引い

　ても支払った医療費がある方

■住宅借入金等特別税額控除

　平成25年中に住宅の新築・増築・改築し一

　定要件に該当し、借入金を有する方、若し

　くは、平成 25 年分以降に所得税における

　住宅借入金等特別税額控除の適用がある方

　（平成11年から平成18年まで及び平成21年

　から平成25年までに入居した方に限る）で、

　所得税の額が減少し、所得税から控除額が

　控除しきれなかった方

※いずれかを受けようとする方も

　申告が必要です

　なお、詳しくは白河税務署または矢祭町

役場自立総務課税務グループ（☎４６－

４５７２）までお問い合わせください。

申告が必要な方は次の要件などに

該当する方です

また、平成 25 年分所得において

　

町
で
は
毎
年
、
所
得
税
及
び
住
民
税
（
国
保
税
）
の
申
告
相
談
を
行
な
っ
て

い
ま
す
が
、
今
年
も
２
月
12
日（
水
）か
ら
３
月
17
日（
月
）ま
で
、
各
公
民
館
や

集
会
施
設
ま
た
は
山
村
開
発
セ
ン
タ
ー
な
ど
を
会
場
に
所
得
申
告
相
談
を
行
な

い
ま
す
。
申
告
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方
は
、
期
限
内
に
必
ず
確
定
申
告
を

済
ま
せ
て
く
だ
さ
い
。

TAX確
定
申
告
は
お
早
め
に

平
成
25
年
分
所
得
税

平
成
26
年
度
住
民
税
（
国
保
税
）

平成26年度住民税（国保税）所得申告相談日程表

申告月日 受付時間 行 政 区 名 申告会場 備　　考

２．１２（水）9：00 ～ 11：00 茗 荷 区
内 川 保 健
福 祉 館１３（木）9：00 ～ 11：00

13：00 ～ 15：00 内 川 区

１４（金）9：00 ～ 11：00
13：00 ～ 15：00 上 関 河 内 区

健 康 ふ れ
あ い 館

表 木 地 区 の 方
下関河内下３の方含む

１７（月）9：00 ～ 11：00 大 垬 区

１８（火）9：00 ～ 11：00
13：00 ～ 15：00 下 関 河 内 区 下関河内下１・下２の方

１９（水）
9：00 ～ 11：00 追 分 区 高 野 谷 地

多目的集会施設13：00 ～ 15：00 高 野 谷 地 区
２０（木）

9：00 ～ 11：00
13：00 ～ 15：00

中 石 井 区

下 石 井 多
目 的 共 同
利 用 施 設

黒助・柵・舟見の方
２１（金） 舘谷・小野沢の方
２４（月）

下 石 井 区
下石井第１の方

２５（火） 下石井第２・第３の方
２６（水）

戸 塚 区

戸塚第１・第2の方

２７（木） 戸 塚 第 3の 方
（南石井団地を含む）

２８（金）

9：00 ～ 11：00
13：00 ～ 15：00

関 岡 区 高 城 農 業
構 造 改 善
セ ン タ ー

３．３（月）
４（火） 高 山 区
５（水） 真 木 野 区
６（木）

9：00 ～ 11：00
13：00 ～ 15：00

宝 坂 区

山 村 開 発
セ ン タ ー

７（金） ﾆ ｭ ｰ ﾀ ｳ ﾝ 中 山
１０（月） 山野井・金沢区 中央団地含む
１１（火） 舘 本 区 東舘団地含む
１２（水） 桃 ノ 木 区

１３（木） 石 田 区
上 野 内 区

１４（金） 小 田 川 区

１７（月）
指定日に申告
で き な い 方

※所得申告相談日程表の申告日にやむを得ずこられない場合は、他の申告会場等で
　申告相談しますので、前日までに役場税務ｸﾞﾙｰﾌ（゚☎46-4572）へご連絡ください。



18広報やまつりＨ26．119 広報やまつりＨ26．1

Ｈ 保健だよりＣｅａｌｔｈ ｈｅｃｋ

　

肝
臓
は
、
血
管
か
ら
運
ば
れ
て

き
た
栄
養
を
体
に
必
要
な
も
の
に

変
え
る
働
き
「
代
謝
」
や
、
不
要

な
も
の
を
処
理
す
る
「
解
毒
」、

食
べ
物
の
消
化
に
必
要
な
胆
汁
の

分
泌
と
い
っ
た
重
要
な
役
割
を
し

て
い
ま
す
。

　

肝
臓
は
、「
も
の
い
わ
ぬ
臓
器
」

と
呼
ば
れ
て
お
り
病
気
に
な
っ
て

も
か
な
り
進
行
す
る
ま
で
は
、
自

覚
症
状
が
あ
り
ま
せ
ん
。

　

日
本
人
の
肝
臓
病
は
、
Ｂ
型
、

Ｃ
型
肝
炎
ウ
イ
ル
ス
に
よ
る
も
の

も
多
い
の
で
す
が
、
最
近
の
健
診

で
は
、
飲
み
す
ぎ
食
べ
過
ぎ
，
運

動
不
足
、
ア
ル
コ
ー
ル
の
飲
み
す

ぎ
が
原
因
の
ア
ル
コ
ー
ル
性
肝
障

害
や
脂
肪
肝
も
多
く
発
見
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
特
に
低
年

齢
層
や
女
性
に
増
え
て
き
て
い
る

の
が
特
徴
で
す
。

　

多
量
飲
酒
の
習
慣
の
あ
る
人

が
、さ
ら
に
飲
酒
量
が
増
え
る
と
、

急
激
に
肝
細
胞
が
破
壊
さ
れ
、
ア

ル
コ
ー
ル
性
肝
炎
が
お
こ
り
ま

す
。
ア
ル
コ
ー
ル
性
肝
炎
に
な
っ

た
人
が
繰
り
返
し
肝
炎
に
な
る
こ

と
で
、
肝
硬
変
に
進
行
し
て
い
き

ま
す
。
ア
ル
コ
ー
ル
性
肝
炎
の
背

景
に
は
、
ア
ル
コ
ー
ル
依
存
症
の

可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
ア
ル
コ
ー

ル
性
肝
炎
と
い
わ
れ
た
ら
、
飲
酒

習
慣
の
見
直
し
が
必
要
で
す
。

　

「
脂
肪
肝
は
肝
炎
や
肝
硬
変
に

な
ら
な
い
」
と
い
わ
れ
て
い
ま
し

た
が
、
近
年
、
肝
臓
に
脂
肪
が
沈

着
し
て
い
る
だ
け
の
単
純
な
脂
肪

肝
以
外
に
Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｈ
（
非
ア
ル

コ
ー
ル
性
脂
肪
肝
炎
）
と
い
う
、

放
置
す
る
と
肝
硬
変
や
肝
臓
が
ん

に
進
行
す
る
も
の
が
あ
る
こ
と
が

わ
か
っ
て
き
ま
し
た
。

　

脂
肪
肝
と
い
わ
れ
た
ら
、
甘
く

考
え
ず
に
、
原
因
と
な
る
過
食
や

肥
満
な
ど
を
解
消
す
る
よ
う
に
努

め
ま
し
ょ
う
。

肝
臓
は
、

「
も
の
い
わ
ぬ
臓
器
」

上
手
に
つ
き
あ
い
ま
し
ょ
う
、「
お
酒さ
け」

仕事のあとの一杯はおいしいものですし、親しい友人との語らい

の時間を、お酒はいっそう楽しくさせてくれます。「お酒は百薬

の長」といわれるように、適度な飲酒は多くの効果をもたらしま

すが、飲みすぎは少なからず体への負担となります。今年の健診

の結果では、肝臓に異常はありませんでしたか？

年
末
年
始
の
忘
年
会
、
新
年
会
で
肝
臓
は
非
常
に
疲
れ
て
い
ま
す
。

体
へ
の
負
担
を
考
え
て
適
度
な
飲
酒
を
心
が
け
ま
し
ょ
う
。

多
量
飲
酒
の
習
慣
は

ア
ル
コ
ー
ル
性
肝
炎
へ

Ｎ
Ａ
Ｓ
Ｈ（
ナ
ッ
シ
ュ
）

に
注
目

Ａｌｃｏｈｏｌ

　

私
た
ち
の
体
の
中
で
常
に
大
切
な

働
き
を
し
て
い
る
肝
臓
の
ア
ル
コ
ー

ル
の
解
毒
能
力
に
あ
っ
た
ア
ル
コ
ー

ル
量
が
適
正
飲
酒
量
で
す
。

多
量
飲
酒
の
習
慣
は

ア
ル
コ
ー
ル
性
肝
炎
へ

この量は、純アルコール 20ｇの量です。女性や高齢者では、目安

はこれより少ない量になりますので、年をとったらお酒の量も減ら

したほうがよいようです。いつまでも、楽しくお酒を楽しむために

健康的な飲み方を心がけましょう。

壮年飲酒の適正飲酒量の例

ビール 日本酒 ウイスキー 焼酎 ワイン

中瓶 1本 １合 ダブルで 1杯 ０．６合 グラス１．５杯

５００ｍｌ １８０ｍｌ ６０ｍｌ １１０ｍｌ １８０ｍｌ

　カンガルーくらぶ一大イベントの「クリスマス会」を行い、
楽しいひとときを過ごしました。
　はじまりは、クリスマスのイメージづくり（クリスマスツ
リー、ケーキ、サンタクロース）を一つずつ写真やイラスト
で子どもたちに伝え、次に保育士によるパネルシアター「ど
うぶつむらのひろば」や「げんこつやまのたぬきさん」をみ
んなで楽しみました。「おさるさんの鳴き声は？」と聞かれ
ると、子ども達は「ウッキッキー！！」と積極的に答え、他に
も色々な動物が出てくるたびに鳴き声を答えながら喜んでみ
ていました。
　そして、簡単ケーキ作り。親子で協力してロールケーキに
ホイップクリームやカラースプレー、いちごなどのフルーツ、
お菓子（きのこの山）をのせて、おいしそうなケーキができ
あがり、会食した後、おかたづけをして手あそびをしている
と・・・「トントン」と戸をたたく音がしたと思ったら、「メ
リークリスマス！」と背の高いサンタさんが登場！子どもた
ちの反応は様々で、喜んだり、驚いたり、泣いてしまったり
・・・でも、一人一人プレゼントをもらうと「ありがとう」
とにっこり。
　最後にサンタさんを真ん中に記念撮影をして終了、サンタ
さんを見送る子どもたちはちょっぴりさみしそう。

～楽しかったクリスマス会～

カンガルーくらぶ

　　

増子　唯
いつき

月くん
（1月6日生まれ・宝坂）

お兄ちゃん頑張ってね。
　　　　　　　　　（父より）

す
くくす
くく

満１歳
お誕生日おめでとう！！



伝達を受けた塚田さんと山縣教頭

ライトは早めにつけましょう
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TOWN TOPICS
まちの話題 身近な情報を寄せてください。自立総務課総務グループ

TEL ０２４７－４６－３１３１　FAX ０２４７－４６－３１５５

　12 月 7 日、ユーパル矢祭において第 5回矢

祭もったいない図書館「手作り絵本コンクール」

の表彰式が最優秀賞から入選に選ばれた受賞者

が集まる中、行われました。

　コンクールの審査委員長を務めた柳田邦男さ

んは「毎回良い作品を選ぶことができて評価す

る方としてもとても楽しいです」と第 5回を

迎えたこのコンクールのレベルの高さと来年以

降のコンクールにさらなる期待を込め選評を行

いました。

第
５
回
手
作
り
絵
本

コ
ン
ク
ー
ル
表
彰
式
開
催

元
気
い
っ
ぱ
い
に
演
技

楽しい発表を行った園児たち

　12 月 7 日、やまつり幼稚園において、幼稚

園児らが普段の園生活で練習してきた歌や踊り

を家族などに発表する生活発表会が行われまし

た。

　保護者や祖父母などが見守るなか、音楽劇の

「うらしまたろう」など 16 のプログラムが子

どもたちによって元気いっぱいに発表され、小

さな子どもたちが行うかわいらしい演技に暖か

い拍手が送られていました。

町
発
展
の
た
め
に
と

追
善
寄
付

町長に寄付を託す佐川さん

　12 月 4 日、佐川純男さん（大垬）が役場を

訪れ、この度亡くなった父・純一さんの遺志と

して、矢祭町ふるさと創生人づくり基金に 30

万円を寄付しました。

　純男さんは「父親が長年役場にお世話になっ

たということで町発展のためにと寄付させてい

ただきました」と挨拶。これに対し町長も純一

さんの生前の活躍を称えました。

　町ではいただいた寄付を、人づくり・町づく

りのために大切に使わせていただきます。

委嘱状を受け取る鈴木常正さん（下石井）

　12月4日、町民生児童委員が12月１日付け

で改選されたことに伴い、11月30日付で任期

満了となり退任する15名への感謝状贈呈と、

新民生児童委員25名に対する委嘱辞令の交

付がユーパル矢祭にて行われました。

　町長は挨拶の中で「退任される方には社会

福祉行政への貢献ありがとうございます。委

員となられた方には町民１人ひとりが幸せに

暮らせるようご尽力をいただきたい」と労い

と今後の活躍に期待の言葉を述べました。

新
民
生
児
童
委
員
が

就
任
、
ス
タ
ー
ト

町
教
育
に
高
い
評
価

　12 月 6 日、平成 25 年度福島県教職員
研究論文で特選に選ばれた内川小学校の大
河原久宗校長と入選した東舘小学校の吉田
和賀子校長が役場を訪れ町長に報告しまし
た。
　選ばれた 2校はいずれも町の支援事業
により算数の研究論文で高い評価を得てお
り、この受賞に対して町長は「算数は大切
な科目でありますので、これからも子ども
たちの学力が向上しますよう教育をしてい
ただきたい」と言葉を述べました。

受賞報告に訪れた吉田校長と大河原校長

　12 月 16 日、矢祭中学校に白河人権擁護委

員協議会副会長の藤田喜作さん、町人権擁護

委員の豊田中子さんが訪れ、第 33 回全国中

学生人権作文コンテスト福島県大会で白河人

権擁護委員協議会奨励賞に輝いた中学校1年

生の塚田朱音さんに表彰状、作文の作品 92

点を出品した矢祭中学校へは感謝状が山縣栄

寿教頭に対して伝達されました。

人
権
作
文
で

表
彰
状
・
感
謝
状

夕
方
の
事
故
に

注
意
し
ま
し
ょ
う

　12 月 17 日、毎年恒例となっているライ

ト早め点灯の啓発が矢祭中学校前の国道

118 号沿いで行われました。

　町交通対策協議会や棚倉警察署など合同

により行われた啓発では中学生たちが「ラ

イト早め点灯」と書かれたパネルを持ち、

通行する車のドライバーに対してライトの

点灯を呼びかけました。ドライバーたちは

日没が早いこの時期に事故を起こさないよ

うにと気を引き締めました。

親子の部最優秀賞の高木さん親子
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国
税
庁
や
税
務
署
の
職
員
を

名
乗
る
者
か
ら
ア
ン
ケ
ー
ト
や

年
金
受
給
調
査
と
称
し
て
、
個

人
情
報
を
聞
き
出
そ
う
と
す
る

事
例
が
多
発
し
て
い
ま
す
。
不

審
な
電
話
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、

最
寄
り
の
税
務
署
に
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

白
河
税
務
署　

総
務
課

　

☎
０
２
４
８（
２
２
）７
１
１
１

◆
相
談
内
容

　

不
動
産
登
記
や
、
相
続
・
遺

　

言
、
多
重
債
務
、
少
額
の
裁

　

判
、
成
年
後
見
等
に
関
す
る

　

法
律
相
談

◆
開
催
日

　

２
月
６
日（
木
）

　

３
月
６
日（
木
）

◆
時
間

　

午
後
１
時
〜
午
後
４
時

◆
場
所

　

須
賀
川
中
央
公
民
館
２
階

　

Ｏ
Ａ
研
修
室

　

（
須
賀
川
市
八
幡
町
１
３
４
）

※
事
前
に
予
約
を
お
願
い
し
ま

す
。
緊
急
を
要
す
る
も
の
に
つ

い
て
は
、
最
寄
り
の
相
談
員
を

紹
介
し
ま
す
。
秘
密
は
厳
守
し

ま
す
。

◆
予
約
・
問
い
合
わ
せ

　

午
前
10
時
〜
午
後
12
時
30
分
、

　

午
後
１
時
30
分
〜
午
後
４
時

　
（
祝
祭
日
を
除
く
月
〜
金
曜
日
）

　

☎
０
２
４
８（
２
３
）１
７
８
５

　

平
成
26
年
３
月
の
募
集
期
限

が
近
づ
く
中
、
年
度
内
に
電
力

の
受
給
を
開
始
し
た
も
の
の
、

Ｊ
―
Ｐ
Ｅ
Ｃ
の
交
付
決
定
が
間

に
合
わ
な
い
た
め
に
申
請
で
き

な
い
ケ
ー
ス
が
増
加
す
る
と
見

込
ま
れ
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
年
度
内
に
電
力

の
受
給
契
約
を
開
始
し
た
設
置

者
が
申
請
で
き
る
よ
う
に
制
度

改
正
を
行
い
ま
す
。
制
度
改
正

は
平
成
26
年
１
月
１
日
以
降
受

付
分
か
ら
適
用
し
ま
す
。

主
な
改
正
点

①
Ｊ
―
Ｐ
Ｅ
Ｃ
交
付
決
定
通
知

　

書
に
代
え
て
出
力
対
比
表
の

　

提
出
に
よ
る
申
請
を
可
と
し

　

ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
り
Ｊ
―
Ｐ
Ｅ
Ｃ
交

　

付
申
請
（
兼
完
了
報
告
）
と

　

同
時
に
県
に
申
請
が
可
能
と

　

な
り
ま
す
。

②
Ｊ
―
Ｐ
Ｅ
Ｃ
申
込
書
お
よ
び

　

Ｊ
―
Ｐ
Ｅ
Ｃ
受
理
決
定
通
知

　

書
を
省
略

③
①
②
に
伴
い
申
請
書
様
式
を

　

変
更

　

社会を明るくする運動…人権尊重の輪を広げましょう 社会を明るくする運動…みんなの絆は地域の絆・地域の絆は町の力

　

国
民
年
金
は
、
年
を
と
っ
た

と
き
や
い
ざ
と
い
う
と
き
の
生

活
を
、
現
役
世
代
み
ん
な
で
支

え
よ
う
と
い
う
考
え
で
作
ら
れ

た
仕
組
み
で
す
。
具
体
的
に
は
、

若
い
と
き
に
公
的
年
金
に
加
入

し
保
険
料
を
納
め
続
け
る
こ
と

で
、
年
を
と
っ
た
と
き
や
、
病

気
や
ケ
ガ
で
障
害
が
残
っ
た
と

き
、
家
族
の
働
き
手
が
亡
く
な

っ
た
と
き
に
、
年
金
を
受
け
取

る
こ
と
が
で
き
る
制
度
で
す
。

◆
国
民
年
金
の
ポ
イ
ン
ト

◎
将
来
の
大
き
な
支
え
に
な
り
ま
す

　

国
民
年
金
は
20
歳
か
ら
60
歳

ま
で
の
人
が
加
入
し
、
保
険
料

を
納
め
る
制
度
で
す
。
国
が
責

任
を
も
っ
て
運
営
す
る
た
め
、

安
定
し
て
い
ま
す
し
、
年
金
の

給
付
は
生
涯
に
わ
た
っ
て
保
障

さ
れ
ま
す
。

◎
老
後
の
た
め
だ
け
の
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん

　

国
民
年
金
に
は
、
年
を
と
っ

た
と
き
の
老
齢
年
金
の
ほ
か
障

害
年
金
や
遺
族
年
金
も
あ
り
ま

す
。
障
害
年
金
は
、
病
気
や
事

故
で
障
害
が
残
っ
た
と
き
に
受

け
取
れ
ま
す
。
ま
た
遺
族
年
金

は
、
加
入
者
が
死
亡
し
た
場
合
、

そ
の
加
入
者
に
よ
り
生
計
を
維

持
さ
れ
て
い
た
遺
族（「
子
の
あ
る

妻
」や「
子
」）が
受
け
取
れ
ま
す
。

◎「
学
生
納
付
特
例
制
度
」

　

学
生
の
方
は
一
般
的
に
所
得

が
少
な
い
た
め
、
ご
本
人
の
所

得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、
国

民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予

さ
れ
る
制
度
で
す
。
対
象
と
な

る
学
生
は
、
学
校
教
育
法
に
規

定
す
る
大
学（
大
学
院
）、
短
期

大
学
、
高
等
学
校
、
高
等
専
門

学
校
、
専
修
学
校
及
び
各
種
学

校（
修
業
年
限
１
年
以
上
で
あ
る

課
程
）、
一
部
の
海
外
大
学
の

日
本
分
校
に
在
学
す
る
方
で
す
。

◎「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」

　

学
生
で
な
い
30
歳
未
満
の
方

で
、
ご
本
人
及
び
配
偶
者
の
所

得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
に
、

国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
猶

予
さ
れ
る
制
度
で
す
。

◆
問
い
合
わ
せ

　

矢
祭
町
役
場
町
民
福
祉
課

　

町
民
グ
ル
ー
プ

　

☎
０
２
４
７（
４
６
）４
５
７
４

　

日
本
年
金
機
構

　

白
河
年
金
事
務
所

　

☎
０
２
４
８（
２
７
）４
１
６
１

人の動き

人　口 ６，３２１人 （＋ 2）

男 ３，１０４人 （－ 4）

女 ３，２１７人 （＋ 6）

世　帯 ２，０８７世帯 （＋ 6）

12月１日現在の住民基本台帳より
（　）内は前月比

( 敬称略 )

赤ちゃんの名前 誕生月日 保護者 地 区

近藤　蒼
そうま

真 12/４ 義之・照美 下関河内

押田　　侑
ゆう

12/７ 洋平・美樹 小田川

長岡　士
しどう

道 12/14 剛志・美和 小田川

●赤ちゃん誕生おめでとう

( 敬称略 )

亡くなられた方 年齢 届出者 没月日 地 区

石井　市郎 76 正雄 12/ ４ 東　舘

藤田　啓子 64 郷収 12/ 19 東　舘

鈴木　ヒロ 91 邦美 12/ 20 中石井

●お悔み申し上げます

●あとがき

☆新年あけましておめでとうござい
ます。今年も「広報やまつり」をよ
ろしくお願いします。☆今年は大胆
に「攻めの広報紙」を目標にして努
力を重ねていきたいと思います。
　　　　　　　　　　　　　　（龍）

※広報紙下欄の標語は、人権啓発運　
　動及び社会を明るくする運動を展　
　開しているものです。

◆矢祭町内件数
（平成25年１月１日～１２月１２日）

火災件数　　８件
救急出動 　１９２件

「火事・救急・救助は１１９番」

　　 問　棚倉消防署矢祭分署
　　　　　TEL ４６―２１１９

　輝かしい新年を迎えました。

　これからは気温も低くなり風も強く、空気が乾燥して火災の起きやす

い季節です。たき火など火を使う機会も多くなりますので、火災には十

分に気をつけましょう。また、火災の早期発見のためにも住宅用火災警

報器の設置をよろしくお願いします。

　今年も大切な命・財産を守るため署員一丸となり地域住民のための消

防を目指しますので「防火の心」をいつもお願いします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　棚倉消防署矢祭分署

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　分署長　　柏　　正二

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　外　　　署 員 一 同

謹賀新春

平成２５年度全国統一防火標語

「消すまでは　こころの警報
　　　　　　　ＯＮのまま」

※
Ｊ
―
Ｐ
Ｅ
Ｃ
と
は
一
般
社
団
法
人
太
陽
光
発
電
協
会
の
こ
と

制度比較表

現行
（平成25．1～平成25．12）

改正後
（平成26．1～平成26．3）

補
助
率

1kWあたり 35,000 円
（最大 140,000 円）

変更なし

対　

象

① J－ PEC補助金を受けて設置すること。

②県税に未納がないこと。

③電力会社と受給契約していること。

変更なし

申　

請　

書　

類

・交付申請書

・J－ PEC申込書（写）

・J－ PEC受理決定通知書（写）

・電力受給契約確認書（写）

・J－ PEC交付申請書（写）

・J－ PEC交付決定通知書（写）

・県税納税証明書

・通帳の写し

・交付申請書

・（削除）

・（削除）

・電力受給契約確認書（写）

・J－ PEC交付申請書（写）

・J－ PEC交付決定通知書（写）または出力対比表

・県税納税証明書

・通帳の写し

不
審
な
電
話
に
ご
注
意
く

だ
さ
い

行事＆
　　お知らせ

情報局情報局
白
河
司
法
書
士
総
合
相
談
開
催

福
島
県
住
宅
用
太
陽
光
発
電
補
助

金
制
度
改
正
の
概
要

20
歳
に
な
っ
た
ら
国
民
年
金

◆「
学
生
納
付
特
例
制
度
」と

　

「
若
年
者
納
付
猶
予
制
度
」

今
月
の
納
税

●
国
民
健
康
保
険
及
び

　

介
護
納
付
金　
　

８
期

●
介
護
保
険
料　
　

８
期

●
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

６
期

※
口
座
振
替
日
・
納
期
限

　
　
　

　

１
月
31
日（
金
）



日 月 火 水 木 金 土

12/29 30 31大はらい、年越し 1/1元日 ２ ３ ４
●矢祭町消防団
　出初め式

○塙厚生病院☎43―1145 ○木村医院☎46―3528 ○あらまちクリニック☎33―8018 ○和田医院☎33―2012 ○東舘診療所☎46―3165 ○大木医院☎33―2424

５小寒 ６官公庁仕事始め ７七草 ８ ９ 10110 番の日 11鏡開き、蔵開き
●運動教室
　スイ（10：00～ 11：00）

●小中第３学期始業式 ●幼稚園第３学期始業式
●６ケ月児・11ケ月児健診
　山開（9：30～ 9：45）
●母親教室
　塙（13：30～ 15：30）
●親子リトミック
　山開（10：30～ 11：00）○金澤医院☎46―2312 ●カンガルークラブ ●カンガルークラブ ●カンガルークラブ

12 13成人の日 14 15 16 17土用 18
●矢祭町成人式 ●運動教室

　スイ（10：00～ 11：00）
● 2歳児歯科健診
　山開（13：00～ 13：15）
●母親教室
　塙（13：30～ 15：30）

○東白川中央医院☎33―3263 ○おおひら整形外科クリニック☎33―9468 ●カンガルークラブ ●カンガルークラブ ●カンガルークラブ

19 20大寒 21 22 23 24 25
●３ケ月児健診
　塙（受付 13：30～ 13：40）

●運動教室
　スイ（10：00～ 11：00）

●母親教室
　塙（13：30～ 15：30）

●生涯学習合同閉級式

○塙厚生病院☎43―1145 ●カンガルークラブ ●カンガルークラブ ●カンガルークラブ

26 27 28 29 30 31旧元旦 ２/1
●運動教室
　スイ（10：00～ 11：00）

○木村医院☎46―3528 ●カンガルークラブ ●カンガルークラブ ●カンガルークラブ当

当

当

当

当 当 当 当 当 当

当

24広報やまつりＨ 26．1

　もったいない市場に加工品を出荷している緑川貴子さ
ん。
　お客さんから「今年はまだ出ないの？というリクエス
トがあるととてもうれしいですね」とやさしい表情で語
ってくれました。
　今回、ご紹介する一品は「貴ちゃんのフキの佃煮」です。
「フキの下ごしらえは母（敏子さん）が手伝ってくれて、
出品前の味の最終チェックもしてくれます」と笑顔で話
してくれた貴子さん。
　母から受け継いだちょっと甘めに作ってあるというこ
のフキの佃煮は、ご飯のおかずにはもちろん、お茶のお
供にもよく合う一品。みなさんぜひご賞味ください。
◆問い合わせ　
　☎０２４７（４７）２５４８（緑川）
　矢祭町大字山下

今
月
の

一
品

～母から受け継いだ味～

貴ちゃんのフキの佃煮

いっぴん

月 情報カレンダー 〔省略〕○…当番医　山開…山村開発センター　
　　 　塙…塙厚生病院 スイ…スインピア矢祭

当
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